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横手盆地における残存林の植生

高 田

はじめに

植生と植物相は気候変動や地殻の変化によって大き

くその:様相を変えるが，時|川的に小さいオーダーでは

土地利用や遷移と深くかかｵつる。

秋Ill県の殻倉地帯である枇手盆地は広い平坦地でそ

の中に多くのforestislandが存在する。大部分は屋

倣林・社寺林や畦畔林であるが自然林のような形で残

っているものも多い。本報告はそのような残存林と思

われる林分を選び，その現存植生を調査したものであ

る。

この調査は秋田県立博物館の「平鹿地域研究」の一

環として始められたもので，その端緒を与えられた館

に対して感謝申し上げる。当時の担当者で聞き取り調

査などに協力された笹岡昭平氏，また植生調査に協力

された沖田貞敏氏・堀井雄治郎氏・佐藤和広氏に深い

謝意を表します。また地形図の利Ⅲ}に便宜を頂いた秋

I｢1県立図書館にも感謝申し上げます。

横手盆 地 の 概 要

横手盆地は秋田県の東南部に位置する広い盆地であ

る。東側は奥羽山脈，西側は出羽山地によって遮られ

ている。南側には丁岳や神室Illの山塊があり，北側は

大曲市附近の丘陵地で終わっている。西縁を雄物川が

流れ，北端に北東方向から玉川が入る。雄物川には南

東から成瀬川と皆瀬川が合流する。

盆地上には北から大曲市・枇手市・湯沢市の三つの

市街地が並び，他にllll南村・大雄村・平鹿町・十文字

町・雄物川町などの行政区が存在している。地形は第

4紀の堆積物からなる砂牒段丘Ⅲに屈し，全くの平坦地

で東南から北西の方向にゆるやかに傾斜してきている。

調査地の東南端にあたる醍醐の海抜高度が81.2m,東

北端の六郷が48.2m,i崎南端の造Illが52.2m,西北端
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の角lil]川が33.0mである。醍醐・角間川の間は高低差

で約SOm,距離が約20kmである。

東仙lill麓には小河川による小さな扇状地がよく発達

しており，堆積物は一部その扇状地をも種うように分

布している。第4紀層の堆積は250mに及ぶ砂や砂喋で，

一州には泥炭が存在している。この泥炭は地表近くの

数m～10数mで最大17mになるが，地質的には最も近

い時代のものと言われている。

一方，描手市附近を中心として東側から第3紀堆積

物からなる残丘が一部盆地内に突出している。金沢中

野の大森山121m,猪岡の城野岡105m,外ノIllllmな

どがその側である。

土鞭は三輪統・金尾谷統・石本統などの多湿黒ボク

土とル川統・今の浦統の黒泥土壌の二つから成り立っ

ている。L,ずれも水積ないしは集積に集|目するもので

ある。

枇手市周辺は裏日本型の気候を示し，冬季の積雪が

多いことで知られている。沿岸部の秋田市などと異な

り冬季の季節風による強風の影響が少なく，雪がまつ

すぐに降りつもることで地吹雪の多い沿岸部とは際立

った違いを見せている。

またこの地域の六郷から平鹿町にかけては扇状地に

特有の湧水が多いことで知られており，水路が発達し

ていて農業用水等に利用されている。

横手盆地の成立

判越地向斜によりこの地域が沈降を始めてから200万

年近い年月がたっている。その沈降の中心地は大雄村

川根森附近で堆積物の厚さは250mにも達すると言われ

ている。この200万年間のこの地の地形や植生の状況に

ついては全く分かってし､なし､。一方，田根森附近には
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広い而職にわたって厚い泥炭層の堆硫があった。地元

では古くからこれをJliliり出し，レンガ状にして乾かし，

燃料の足しに用いたことはつい最近まで統し､たことで

Ⅱ1根森根っ子として広く知られている。また戦後の'三

地改良には機賊力がⅡlいられ，深い部分も掘'1返され，

しばしば針葉樹の樹i神などが発掘され大きな話題を呼

んだこともあった。

この泥炭の成|ﾉjを調べるために県教委の委託により

花粉化ｲiの調査が行われた。その報告書（日比野・加

11-1975)によって下のような年代測定結果が示された。

報告,IIにあるaり，地衣近くでは地層の撹乱があった

深さISOcm21,600±380年B.P.

100cm16,900240年B.P.

lOcm5,820±100年B・p.

のではないかと想像され,データの採用は慎屯にならざ

るを得ないが，2万年liilと言えばウルム氷期にあたり，

花粉から､ドII定される寒冷系樹種としてトウヒ脇･モミ属・

ツガ屈・カバノキl瓜・ヤマモモ属などが挙げられてL、

る所から，この地の泥炭は氷期からの連統的な堆硫物

である可能性が商いと見られている。さらにこの附近

から発掘された針葉樹の樹幹を国立林試に送り鑑定を

求めた所，トウヒ偶柿物との結果を得た。これらの花

粉分析やlift物迩体の状況から，これらは周辺から水の

力で押し流され，燈も深いIll

第1 図調査地

第1表残存林の調査地

根森附近に唯臆し，冷涼な気

候の許で分解が進まず泥炭と

して堆械したものと推定され

る。このことは古いIIf代にこ

のあたりに古仙北湖と呼ばれ

る人きな湖があったとする考

え方に一つの示I唆を与えるも

のであるが，その水域につし、

て具体的なことは全く1ﾘ}らか

て葡なL,。

一方，盆地内の河111の流路

も現在と同一でなかったと推

定されている。地名や言い伝

えのほかに，現在の森林地内

でも台風による風倒木が多く，

､その地下部に多くの玉石を抱
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海抜植生調査
行政区割高度No． 相剛

平鹿郡大雄村Sim8ｺナラ･ハンノキ林

*40ni11-12ｸﾇギ林

'/40mハンノキ林

40m*

*35m7コナ ラ・クリ林

*39m13．1 6'/

'/40m14*

40m15コナヲ林

"42mクリ林

*4 2 m 17*

枇手市下八J'43m5コナラ林

〃 猪 岡 4 5 m 4 コ ナ ラ・ハンノキ林

平鹿郡平鹿町47m2ハンノキ林

*47m3．6〃

*50m9コナラ林

' / 5 5 1 n 1 0 コナラ・クリ林

//65mコナラ体

仙 北 郡 仙 南 村 7 0 m 1ハンノキ林



揃手盆地における残存林の捕生

第2図の11915年頃の広葉樹林分布

第2図の31976年頃の広葉樹林分布

第2図の21946年頃の広葉樹林分布

えていることから，そこが昔の川原で､あったことが推

定できるph・10～12)。

横手盆地の植生の現況

歴史時代に入ってからこの地方の植生の状態を推定

するに足る証拠は極めて微々たるものである。その数

例を以下にあげる。

(1)大曲市東方の払Illの柵跡の発掘調査により,2kni

四方にわたって杉の角材で囲んだ跡が発見され，かな

りの分量の杉材を当時周辺から集めることが可能であ

ったことが考えられた。これは西歴八～九百年頃のこ

とで､ある。

(2)丙歴1800年頃の旅行家菅江真澄の絵日記「雪の出

羽路」には次のような諸文が見られる。

①川村村の東におよそ200間×6咽の大槻林の4ケ
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所あり，……･･･これは柏木の原なり………，

肢上から柏木の種子をとりよせ………，

･･…この柏木は10万本に余ぬ………。

②福島………近きころまでいといと大なる僕木あり…

③傾城塚……|荊方のⅢ];中に100間4方の松林あり……
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第2表
残存林の植生m
高木及びIll'高木

和名学荊
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第2表（続き）

④般若寺……社地50間4方，杉樹4()0本余り………･’

(3)1981年に笹岡昭平氏によって行われた地域の古老

の聴き取り調査によって以下のような情報が得られた。

①田村小学校東方の林は60年位前からあった。ハン

ノキが主体であった。

②福島東方の林は昔からあったし，卜l近のスギは約

50年を経ている。

③明治後期は八柏附近は全部野原で雑木は小さかっ

た。

④中村………かなり規模の大きいもので和村林と言

って下喋根から和村まで続いていたものの一部，

50年以上を縄過してし､る。

⑤桑ノ木……50年以上も前のこと，桑ノ木から石川

原にかけて草刈場であった。相当に大き↓､木，ハ

ンノキ・クルミ・サークラなどがあった。

⑥上藤根……上藤根から下藤根までうっそうとした

林が続いていた。中は迷って歩けないほどで，大

きい木ばかりでスギもあった。60年位前すでにそ

うで、あった。

且）
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以上のような状況をいくらかでも客観的に物語る資

料として5万分の1地形図の利用が考えられた。幸し、

にも1915年頃と1946年頃の地形図を利用することがで

きたので，地図上の広葉樹林記号から，現在を含めて

3つの時代の広葉樹林の変化を図化したのが第2図1

～3）である。これによれば時代が新しくなるに従っ

て広葉樹林が減少していることは|ﾘjらかである。さら

に現存する林地が1915年頃からの残存の可能性が強い

ことも知ることができる。

現在の横手盆地は殆ど全くの水Ill単作地帯で，士

地利ﾊlとしては他にわずかの畑作や果樹があるだけで，

未利用地も殆ど残っていない｡田根森周辺の泥炭地には

わずかながら原野の形で残されている部分があり，低層

湿原の櫛成種によって占められている。例えば大形草本

として，アイバソウ・ヨシ・カンガレイ・コマツカサス

スキなど，中形草本では，オオイヌノ′､ナヒケ・ホタ

ルイ・シカクイ・アオコウガイゼキショウ・イなど，

小形草本では，コケオトギリ・アリノトウグサ・ハリ

イ・Eriocaulonなどが産する｡水域で､ない限り100年の

オーダーで考えればハンノキ林に移行するのが当然で，
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第3表
残存林の
林床植物

植生(Ⅱ）

和名学名

－28－

イワハリガネヮラヒ
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第3表（続き）

●

出現1l"lの種

No.1エゾシロネK2-2、サワギキョウK+、ヤノネグサK++、ヒメシロネK+、アゼスケK3-3、
サワオグルーマK+、ギョウシャノミズK+、オオカメノキK+、オクチョウシザクラS1．1．

N0．2エゾツリバナS1-2．K+、ヤブマオK+、ヨツパムグラK+、ノウルシK+、エゾノギシギ
シK+、ケヤマウコギK+、ニワトコK+、ミヤマカンスケK十、ミヤマシラスケK+o

No.3サンショウK+、Carexsp.K+o
No.4ヒルガオK+、Sasasp.K+、トラノオシダK十．
No.5オカトラノオK+、サ．ジガンクビソウlく＋、ノミノフスマI<＋、イネ科sp.K+･
No.6アマチャヅルK1-2、アオーミズK+-2，ノコンギクK+、キカラスウリK+、アカネK＋◎

この地域は人為による変化の極めて著しL､地域と考え

られる。

一方,横手盆地には人家の近くに多くの森林一forest

island-が残されている。スギ林やアカマツ林は屋倣林

ないしは社寺林に多く，よく管理されている。さらに

この地域の特徴として多くの水路沿いに栽植起源か残

存かは判っきりしないが並列的な形で残された畦畔林・

水辺林・並木林があり，それらの主櫛成種はハンノキ

やトネリコである場合が多い。

このような中で落葉広葉樹からなるまとまった面積

のforestislandが多数あることに気付き，この盆地

の土地利用の歴史と重ね合わせてその植生的特徴を調

査したものである。

落葉広葉樹林の植生

調査された森林は①面積的にある程度まとまってい

ること，②ゴミ捨て場としての利用などの人為的撹乱

の状況がないこと，③森林の階層構造がはっきりして

いること，などを主な観点として選んだ。調査された

森林の位置は第1図に，他の要件は第1表に示した。

これらの調査地はつい近年まで，あるいは現在も地下

水位が高く，盆地の堆積が最後まで続いた地域と合致
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すると考えられる。水Illとか集落の成立が雌も遅くな

った地I又と考えてよい。

これらの落葉樹林は相観的にはコナラ林（ないしは

コナラ・クリ林）とハンノキ林に大別できる。この

forestislandsの中から17個のAufnahmeを得て，

phytosociologicalな方法で調在し，区分尖に紺ふ第2。

3表に示した。第2表には主として高木ないしはi||',Wi

木層に出現する樹木及び藤本の組成を示した。第3炎

には主として低木層・草本l啓に出現する極のII.成を示

した。それぞれの炎の表わし方は以下に示す.Illりであ

る。

第2表の凡例

際：縦灘薙'・
｢云出製しな‘調査区

第3表の凡例

回回記号は上に同じ

国出現しなL調廠区
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llIl南村金沢
1981.9.20

第4表ブナ林の植生砿生は地下水位の高低による乾湿の環境傾度に対応

している。No.l～3はハンノキが優占し，コナラ・ク

リを全く欠き，ケナシヤブデマリを含み,v:本ではヅ

ボスミレ・ミソソハ・コバギボウシなどの湿地の柿物

が多く，ハンノキ林としてi認識できる。

一方,No.13～17はハンノキ・オニグルミを余く欠き，

コナラ・クリが催占的で低木層にガマズミが多く，草

本層ではミゾソバを欠き，ヤブコウジが常在的である。

またシシガシラの被度がやや多く明らかに乾'操傾向を

示している。

しかし，これらの調査地に共通して言えることは林

内の地表面微地形が極めて複雑でモザイク的に,:;,低を

くり返しているために，コナラやクリなどが小l"l地に，

すぐ|隣りの'｣､凹地にはハンノキがI戊立しているという

ような例も多く，従ってある広がりで調従した場合に

は尚木から草本まで，二つの森林の要素が様々な割合

で混っている形が見られる。No.4～12はそのよ‘うな拠

合咽の森林である。クリ・コナラ・ハンノキ・トネリ

コなどの環境指1̂ ﾘの異なる樹種をほぼ､|え均に含み，そ

れらのいずれかが優占する形で樹冠を形成している。

特別の場合としてブナ林要素であるベニイタヤの多い

No.6の例，コナラに代わってクヌギの優占するNo.U

¥2の場合がある。ただ，クヌギは天然分布で．あるかど

うかは疑問のある所であり，秋|Ⅱ県|ﾉ1においてはこの

枇手盆地以外には森林状をなしているクヌギは発見さ

れていない。

このように微高地・微凹地の存在によって林14<|直生

は極めて複縦になっており，明確なlil'i'Iﾐを|ベ分はでき

ない。nilち,唐j木や'胆高木と対応して1ﾘlらかに強い結び

つきを示す航物は殆ど見い出すことはできない。この

林床lil'iﾉ'三のデータは数十年後に利1月したII制こ初めて個

の々''1‘1本の特性が明らかになるものであろう。

多くの林床捕物の中で，ススキ・ワラビ・ミツバツ

チグリのようなススキ草原の要素やヤブコウジ・ミヤ

マガマズミ・チゴユリなどのブナ林の嬰素などがハン

ノキ林やコナラ林の要素にまじって随伴している。さ

らにどの調査区にも常在的に見い出される械物として，

イワハリガネワラビ・チヂミザサ・ガマズミ・ノブド

ウ・ミチノクホンモンジスケなどがある。これらはい

ずれも附近のスギ植林や林縁など幅広い環境に適応す

る植物で，特別にある植生を識別するのに'R要な植物
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極とは考えることができない。

次にこれらのハンノキ林とコナラ林がどのような植

ﾉ|訂として分類できるかの検討を行なった。筆者は先に
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繊手盆地における残存林の植生

冬師の植生を調査した際に，冬師の広範囲のハンノキ

林をタチアザミーハンノキ群集として位置づけた。こ

の際組成表を伴う既報の記録と比較したが，それらは

イポタノキーハンノキ群落（武蔵丘陵ほか)，コムラ

サキーハンノキ群落（千葉市)，オニスケーハンノ

キ群集・ゴマギーハンノキ群集（関東平野)，キタコ

フシーハンノキ群落（富l｣I県)，トネリコーハンノ

キ群落（上越地方・小千谷)，ハンノキーヤチダモ群

落（長野県）などであった。枇手盆地のハンノキ林は

これらの中でヤブツバキ域の昨落とされるものやIll地

のハンノキ林とは種組成上のｲ:l1達が大きく，人為の影

響が大き↓、とされるトネリコーハンノキ鮮落やキタ

コブシーハンノキ群落に近いものと判断された。

コナラ林・クリ林については従来秋田県では力スミ

ザクラーコナラ群落（宮脇1973),ウゴヅクバネウツ

ギーコナラ群落（越前谷1975),オクチョウジザクラ

ーコナラ群落（望月1979)などが記録されている。

しかし，これらが基本的に別個の鮮落単位であるかど

うかにつL,ては疑問が多い。多少の地域的変災が認め

られるにしても，コナラ林としての大きなｲ:Ⅱ違点はな

いものと考えたい。オクチョウジザクラやウゴヅク／、

ネウツギが殆ど出現しない点から考えて，一応カスミ

ザクラーコナラ群落に近いものと判断している。

後述するようにこの地域の械生の歴史の中にはブナ

林の成立していた時代があるものと推定され，ブナ林

要素が残存することは当然である。さらに人為の反復

によってコナラ2次林となり，コナラ林要素の哨加し

たことも容易に考えることができる。またブナの時代

から湿潤地にはハンノキ林があり，その林床柿物が存

続していることも確かなことであろう。

これらの林床改変が比較的短かい周期で付われ、な

お地形上のモザイクが作川して，高木層がやや斉一で

あるのに対して複雑な林M;lii'f化をもたらしたものと考

えることができる。

ｌ
‐

第3図ブナの生育地

ることができた。その生育地を第5表及び第3図に示

した。

単木はすべて人家の傍にあり，その胸高直径(DB

Hは林分のブナに比して明らかに太く，住民によっ

て手厚く保護されてきたものと思われる。ただ植栽さ

れたものかどうかの明確な証拠はない。これらのブナ

は盆地の最底部のほんのわずかの微高地にも存立して

お0,この盆地が環境の上から過去においてブナ林で

なかったと考えるのは|木|雌である。特に雄物川町谷地

新lllの神社境|ﾉ1には20本近いブナがあり，樹高は12-

20m,DBHは21～76cmあり，桑ごとな林相を示して

いる。もちろん人為による撹乱は著しいものがあるが，

林床にはウワミズザクラ・ヤブコウジ．ハイイヌツケ

と共に大面積にわたってツルアリドオシとマイズルソ

ウがあり特異な景観を示している。また機手市上猪岡

にあるIll頂部の神社境内はコナラ疎林に囲まれている

が，その中に直径98cmのブナの巨木が1本あり，コナ

ラ林の中には2次的に発生したと思われるブナの稚樹

が数多く生育してL,る･

横 手盆地におけるブナの生育

横手市との境界に近いfill州村金沢の国迫II肋のハンノ

キ林を調査した際に，その附近にブナが比'陵的まとま

って生育してし､ることを発見し航生調査を行なった

（第4表)｡領春のブナの展葉期をまって抽地全体のブ

ナの発見につとめた所，単木及び林分を数多く発見す

－ 3 3－
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第5表横手盆地におけるブナ生育地

第6表ブナの胸高直径(DBH)

一方最初の発見地である仙南村金沢の国道脇の丘陵

には2ケ所に分かれてやや幼令と’思われるブナ林が存

在している。この2ケ所（第5表のK・M）のブナの

DBHは第6表に示したようにやや糸Illいものが多い。

しかし明らかにブナの林分としての種惟成ないしは階

層構造を示し，次世代のブナの稚樹も50本以上を数え，

盆地周辺の丘陵地の原植生の様相を伝える怖報源とし

て貴重なものである。下層低木としてはヒメアオキ・

オオカメノキ・エゾユズI ノハ・ハイイヌヅケ・オオバ

クロモジ・ミヤマガマズ・ミ・ウワミズーザクラ・ヤブコ

ウジ・リョウブ・ヅルシキミなど典型的なブナ林要素

を多くふくみ，やや乾燥・貧養型に傾いてはいるか本

県のブナ林の柚生型をよく保存しているといえる。

縄文海進以後に限っても，この櫛手盆地に人為の手

が広く徹底的に加えられるまで数千年の年月があった

筈であり，もしこの地が水域でなかったとすれば当然

ブナ林が成立していたことが考えられ，今I'll発見され

たこれらのブナは秋|Ⅱ県内の各地に残されている低地

の残存ブナと同じ植生的意味合いでとらえることがで

きると考える。

おわりに

横手盆地の植生の雌史はIll根森泥炭の解析によって

今後充分なデータが発表されるものと考えられるが，

現在の所はこれがウルム氷期からの連続的堆硫であり，

その当時はIII!寒帯性n染樹林を形成していたこと以外

はくわしいことは分かっていなL､。その後の植生変進

についての確たるデータもなく，特に近年における盆

地植生を物語る情ii;は皆無に等しい。しかし，秋IllﾘI.

は原植生の上から見れば人為の加わる以前は冷温帯林

一ブナ林であったと考えられる。この盆地の柚生も

ブナ林であったのか，他の特殊な植生であったのかは

大きな問題点であった。

今回，盆地|ﾉ1の残存林のlil'i生や周辺の残丘の航生を

調査したことにより，ブナ林の残生を発見し，コナラ

林・ハンノキ林の碓糸II.成を明らかにすることができた。

その上でこの地もり,↓内の他地域と同様の随生史を辿っ

たのではないかとの推定がなされた。

その論拠は①周辺のブナ林は林床植物を含めて典型

的なブナ林の拙成をよく保っていること，②ブナの分

布が広範洲であること，③盆地内の残存林の柚'kはﾉI:

－34－

図上の位置行政|天域

A大雄村潤井野

B〃根Ill谷地

C平鹿町下福田

D〃蟹沢

E〃高野

F〃高口狐森

G〃新平川

H横手市上猪岡

〃外ノ'二1

J 〃 外 ノ I I

K仙南村金沢

″
″

Ｌ
Ｍ

N雄物川町谷地新Ill

分布状態本数海抜高度地形環境

単木141 m 平 地 洞 の 脇

'/14 2 m 〃 杉 林 内

150m〃神社のそば

*350m〃蕊地内

"150m〃屋敷内

*251m〃神社境内

35 7 m 〃 宅 地 そ ば の 空 地

'/170 m丘陵地神社境内(山頂）

*380m〃〃（集落内）

2110m〃〃（山頂）

林分多数90m*g生状態

n .570m〃〃

〃多数80m〃〃

〃多数:i ,111平地神社境内

D B H c m

K-M仙南村金沢

N 雄物川町谷地新川

A～J(Eを除く）

-2021～3031～4041～5051～6061～7071～

12231731

27 1223

21 2426

本数

56

17

17

平均

27

47

60



慌手紘地における残仔林の航生

胸高直径xm及び樹高m

67cm(lorn.

89cni18m).

77cm(20m).

74cma7m;,52cm117mI,52cm'16m).

52cm(17mj,45cm(16m),

47cm(16m1,33cmdim),24cm(8m),

98cm20m).

63cm16m,96cm15m,23cm8m.

76cmT5m',53cm(13m).

別表参照

23cni'lom,22cm14nij,27cm14m,55cm16m:,19cm12mi

別表参照
〃

本的にはコナラ林であり，このコナラ林は県内低地の

2次林と特に変ｵつる構成でないこと，④この地域を特

徴づけると見られるハンノキ林やクヌギ林は地下水位

の高い部分に見られる一時的なものと考・えることかで

きること，などによる。

しかし，これら現在の森林の尚木はせいぜい50年縄

度の樹令であることは測定によってIⅢらかである。イ，

川原におけるコナラの切株は|白;(132cmで2(3年,45cmで

37年，スギは30cmで34年,48cmで50年である。また三

村のスギの切株は5例いずれも50～57年である。また

中清水の。ナラ・クリ・ケヤキのDBHは14測定例で2(1

～48cm,イi塚の8種の測定例でも20～43cmで特に古い木

は見当らない。これらを考え合わせると現在の森林を

形成してL､る樹木の成立は19211年頃のことと考えらﾙ1

る。しかし聴き取り調査にあるように当時すでに現在

と同様の森体があったとの証言もあり，このような森

林が地域の管即の許に長く続いてきたものと考えられ

る。盆地は雑木林やカマ場として利用されながら順次

lifllllされていったものであろう。

これら械生の歴史の解析のためにはIll根森泥炭の花

粉分析や抽物遺体の研究が急務であり，この文化財と

しての価値は大変高いものがある。また周辺のブナ林

や上猪岡のブナの巨樹の保存も同様の見地から早急に

検ff､'すべき‘課題と考える。
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